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三
│
一　

秀
英
舎
鋳
造
部
（
製
文
堂
）
の
誕
生

　

一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
に
金
一
千
円
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て
出
発
し
た
秀
英
舎
は
、
草
創
の
苦
境
を
切
り

抜
け
て
順
調
な
歩
み
を
つ
づ
け
た
。
一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
）
五
月
三
〇
日
、
秀
英
舎
は
舎
則
を
議
定
し
て

資
本
金
を
五
千
円
に
増
額
し
た
。
そ
の
翌
一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
）
一
月
、
さ
ら
に
資
本
金
を
一
万
円
と
し
た
。

『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
を
は
じ
め
新
聞
印
刷
の
受
注
も
順
調
で
、
本
文
用
の
活
字
を
い
ち
い
ち
他
社
か
ら
購

入
し
て
い
た
の
で
は
、
激
増
す
る
組
版
業
務
に
追
い
つ
か
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
お
も
に
は
平

野
活
版
所
（
以
下
東
京
築
地
活
版
製
造
所
）
か
ら
活
字
を
購
入
し
て
い
た
秀
英
舎
が
活
字
の
自
家
鋳
造
を
開
始
し

た
の
は
、
こ
の
倍
額
増
資
の
あ
っ
た
一
八
八
一
年
の
七
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
は
秀
英
体
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら

れ
な
い
年
と
な
っ
た
。

　

一
八
八
一
年
七
月
、
秀
英
舎
は
そ
の
社
内
に
お
い
て
、

「
活
字
鋳
造
機
一
台
、
字
母
及
び
活
字
鋳
型
若
干
を
購
入
し
て
活
字
の
自
家
鋳
造
を
開
始
し
た
」

　

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
大
日
本
印
刷
関
連
の
記
録
は
、
川
田
久
長
が
記
述
し
た
こ
の
記
録
（『
七
十
五

年
の
歩
み
│
│
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
史
』　

昭
和
二
七
年
）
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
る
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。

　

こ
の
こ
ろ
の
わ
が
国
の
活
字
鋳
造
機
と
は
、
す
で
に
流
し
込
み
活
字
と
呼
ば
れ
た
素
朴
な
ハ
ン
ド
・
モ
ー
ル

ド
（
手
鋳
込
み
活
字
鋳
型
）
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
改
良
し
た
「
ポ
ン
プ
式
」「
ポ
ン
プ
鋳
込
み
活

字
鋳
造
機
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
手
廻
し
式
活
字
鋳
造
機
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
活
字
鋳
造
機
を
わ
が
国

で
は
「
カ
ス
チ
ン
グ
」
あ
る
い
は
「
カ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
の
機
械
は
手
押
し
ポ
ン
プ
に
よ
っ

ポ
ン
プ
鋳
込
み
活
字
鋳
造
機

一
八
二
八
年
に
ア
メ
リ
カ
の
W
・
M
・
ジ
ョ
ン

ソ
ン
が
、
ハ
ン
ド
・
モ
ー
ル
ド
を
改
良
し
て
考

案
し
た
機
械
で
、
地
金
を
ポ
ン
プ
で
鋳
込
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
。
次
い
で
ヘ
ン

リ
ー
・
バ
ー
ス
（
一
八
三
七
│
一
九
〇
五
）
に

よ
っ
て
、
改
良
さ
れ
たB

arth
 A

u
tom

atic        

　C
astin

g M
ach

in
e

が
一
八
七
〇
年
代
初
頭
に

登
場
し
て
、
活
字
鋳
造
の
精
度
と
速
度
が
急
速

に
向
上
し
た
。
一
八
五
〇
年
こ
ろ
に
は
す
で
に

活
字
鋳
造
は
ほ
と
ん
ど
道
具
の
段
階
を
脱
し
て
、

こ
の
よ
う
な
ポ
ン
プ
鋳
込
み
式
の
機
械
に
か
わ

っ
て
い
た
。
関
連
資
料
は
『P

ractical    

 Ty
pecastin

g

』（T
h

eo R
eh

ak. 　O
ak K

noll

 B
ooks N

ew
 C

astle, 1993

）
に
詳
し
い
。
写

真
は
と
も
に
一
八
九
六
年
こ
ろ
の
ア
メ
リ
カ
の

資
料
よ
り
。
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改良型のポンプ鋳込み活字鋳造機

ハンド・モールドポンプ鋳込み活字鋳造機
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て
モ
ー
ル
ド
に
地
金
を
注
ぎ
込
む
機
構
に
改
良
さ
れ
た
活

字
鋳
造
機
で
あ
っ
て
、
日
本
に
は
お
そ
ら
く
は
慶
応
か
明
治

最
初
期
に
は
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
改
良
型
の
ブ

ル
ー
ス
型
活
字
鋳
造
機
・
ト
ム
ソ
ン
型
活
字
鋳
造
機
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
は
主
流
を
占
め
た
活
字
製
造
の
機
械

で
あ
っ
た
。

　

テ
オ
・
レ
ハ
ッ
ク
の
記
述
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
も
ブ
ル
ー
ス
活
字
鋳
造
機
以
前
の
活
字
鋳
造
機
は
す
べ

て
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
現
存
し
な
い
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
わ
が
国
に
も
現
物
は
お
ろ
か
写
真
も
の
こ
っ
て
は
い

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
記
録
に
よ
る
と
こ
の
「
ポ
ン
プ
鋳
込
み
活
字
鋳
造
機
」
を
用
い
て
二
号
活
字
の
よ
う
な

お
お
き
な
サ
イ
ズ
の
活
字
で
も
一
日
千
本
ぐ
ら
い
は
製
造
で
き
た
。
ま
た
和
田
国
雄
な
る
人
物
は
、
サ
イ
ズ
は

不
明
な
が
ら
一
日
に
五
千
本
を
鋳
造
し
て
最
高
レ
コ
ー
ド
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

秀
英
舎
が
活
字
の
自
家
鋳
造
に
あ
た
っ
て
導
入
し
た
の
は
、
当
時
の
最
新
型
の
ブ
ル
ー
ス
型
手
廻
し
式
活
字

ブルース型活字鋳造機

トムソン型活字鋳造機

ブ
ル
ー
ス
型
活
字
鋳
造
機　

B
ruce type caster, 

B
ruce’s pivotal type caster

日
本
で
は
ハ
ン
ド
・
モ
ー
ル
ド
式
活
字
鋳
造
機

を
流
し
込
み
活
字
鋳
造
機
、
ブ
ル
ー
ス
型
を
お

も
に
は
カ
ス
チ
ン
グ
、
手
廻
し
式
活
字
鋳
造
機

な
ど
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
は
ポ
ン
プ
式
活
字
鋳
造

機
を
基
礎
と
し
て
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ブ
ル
ー
ス

が
一
八
三
八
年
に
最
初
の
特
許
を
得
た
活
字
鋳

造
機
で
あ
る
。
開
閉
す
る
上
下
二
個
の
L
字
の

鋳
型
に
溶
解
し
た
活
字
地
金
を
注
入
し
、
鋳
造

が
終
わ
る
と
鋳
型
が
開
い
て
活
字
を
鋳
出
す
る
。

ま
た
鋳
型
の
一
方
に
小
さ
な
突
起
が
あ
り
、
活

字
を
動
か
な
い
よ
う
に
保
持
し
た
。
こ
の
部
分

に
デ
ザ
イ
ン
を
加
え
た
も
の
が
ピ
ン
マ
ー
ク
と

し
て
知
ら
れ
る
。
本
機
は
よ
り
改
良
の
進
ん
だ

ト
ム
ソ
ン
型
活
字
鋳
造
機
が
導
入
さ
れ
た
の
ち

も
、
カ
ー
ン
ド
・
レ
タ
ー
（
張
り
出
し
文
字
）

の
あ
る
イ
タ
リ
ッ
ク
体
な
ど
の
鋳
造
の
た
め
に

つ
い
最
近
ま
で
使
わ
れ
た
。
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鋳
造
機
で
あ
っ
た
。
川
田
久
長
は
こ
れ
を
「
カ
ス
チ
ン
グ
」
と
し
て
日
本
最
初
の
導
入
と
し
た
が
、
実
際
に
は

そ
れ
以
前
に
弘
道
軒
や
東
京
築
地
活
版
製
造
所
で
も
導
入
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

字
母
は
マ
ト
リ
ク
ス
（
活
字
母
型
）
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
の
鋳
型
と
は
お
そ
ら
く
は
一
台
だ
け
の
「
ブ
ル

ー
ス
型
活
字
鋳
造
機
」
に
サ
イ
ズ
毎
に
用
い
た
交
換
用
モ
ー
ル
ド
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ッ

ク
体
な
ど
の
カ
ー
ン
ド
・
レ
タ
ー
（
張
り
出
し
文
字
）
の
あ
る
特
殊
な
欧
文
活
字
の
た
め
の
ハ
ン
ド
・
モ
ー
ル
ド

で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
正
確
に
は
な
に
を
あ
ら
わ
す
の
か
は
判
明
し
な
い
。
ま
た
購
入
先
も
記
録
さ
れ

て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
大
量
の
活
字
母
型
と
と
も
に
、
す
べ
て
を
昵
懇
に
し
て
い
た
東
京
築
地
活
版
製
造
所

か
ら
購
入
し
、
倍
額
増
資
に
よ
っ
て
得
た
五
千
円
と
い
う
巨
額
な
資
金
を
あ
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

*

　

社
内
に
お
け
る
活
字
の
自
家
鋳
造
に
メ
ド
が
つ
い
た
秀
英
舎
は
、
保
田
久
成
の
企
画
に
よ
っ
て
、
翌
一
八
八

二
年
（
明
治
一
五
）
九
月
、
京
橋
区
山
下
町
七
番
地
（
泰
明
小
学
校
の
あ
た
り
）
に
あ
っ
た
活
字
鋳
造
工
場
を
買
収

す
る
と
と
も
に
、
秀
英
舎
の
活
字
鋳
造
部
門
も
こ
こ
に
移
転
し
て
、
活
字
、
活
字
母
型
、
電
鋳
版
（
電
気
版
）、

木
版
の
製
造
・
販
売
を
目
的
と
す
る
あ
ら
た
な
秀
英
舎
鋳
造
部
（
製
文
堂
）
を
創
設
し
た
。

『
七
十
五
年
の
歩
み
│
│
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
史
』
は
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
録
し
た
。
こ
こ
で
は
秀

英
体
で
は
な
く
て
秀
英
型
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

「
後
年
『
秀
英
型
』
と
称
え
て
、
あ
ま
ね
く
日
本
の
活
字
版
印
刷
界
に
そ
の
優
秀
性
を
う
た
わ
れ
た
『
秀
英
舎

の
活
字
』
を
完
成
し
た
の
は
、
製
文
堂
の
開
業
を
企
画
し
た
秀
英
舎
創
業
発
起
人
の
ひ
と
り
、
保
田
久
成
の
創

意
に
よ
る
の
で
あ
っ
た
」

電
鋳
版　

electroform
ed printing plate, 

electrotype

電
鋳
法
で
つ
く
っ
た
印
刷
用
の
複
製
版
。
電
気

版
・
電
胎
版
と
も
呼
ん
だ
。
活
字
・
活
字
組
版
・

木
版
・
亜
鉛
凸
版
・
網
凸
版
・
原
色
版
な
ど
の

凸
版
類
、
直
刻
お
よ
び
腐
食
に
よ
る
凹
版
類
な

ど
を
原
版
と
し
て
、
こ
れ
を
損
な
う
こ
と
な
く

忠
実
な
複
製
版
が
得
ら
れ
た
の
で
、
も
っ
ぱ
ら

紙
幣
・
株
券
・
印
紙
・
切
手
な
ど
の
証
券
類
の

印
刷
に
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
丈
夫
な
版
が
複
数

得
ら
れ
た
の
で
、
通
し
枚
数
の
多
い
教
科
書
な

ど
の
印
刷
に
も
利
用
さ
れ
た
。
ま
ず
原
版
に
純

鉛
・
蝋
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
強
圧
し
て
電

型
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
各
種
の
方
法
で
電
導
性

を
与
え
て
、
こ
れ
を
陰
極
と
し
て
電
解
法
に

よ
っ
て
銅
・
鉄
・
ニ
ッ
ケ
ル
な
ど
を
電
鋳
し
て

ガ
ラ
版
を
つ
く
り
、
裏
に
鉛
合
金
を
流
し
込
ん

で
補
強
し
て
、
一
定
の
厚
さ
に
削
っ
て
印
刷
用

の
刷
版
と
し
て
仕
上
げ
た
。表
面
に
ク
ロ
ー
ム
・

メ
ッ
キ
を
施
す
こ
と
も
多
か
っ
た
。
便
宜
的
な

活
字
母
型
の
製
造
法
と
し
て
俗
に
電
胎
母
型
と

さ
れ
る
も
の
は
さ
ほ
ど
特
殊
な
も
の
で
は
な

く
、
こ
の
電
鋳
法
を
用
い
て
ガ
ラ
版
を
マ
テ
に

は
め
込
ん
で
便
宜
的
な
活
字
母
型
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
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一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
）
六
月
、
製
文
堂
は
京
橋
区
元
数
寄
屋
町
二
丁
目
一
〇
番
地
所
在
（
野
村
証
券
の
あ

た
り
）
の
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
の
旧
社
屋
を
買
い
受
け
、
製
文
堂
の
事
務
所
と
工
場
の
す
べ
て
が
、
ほ
ど

近
い
山
下
町
か
ら
こ
こ
に
移
転
し
た
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
翌
一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
）
に
は
隣
接
地
の
家
屋
を
買
収
し
て
、
電
鋳
版
（
電
気
版
）
の
工

場
を
新
設
し
た
。
ま
た
同
年
一
〇
月
に
は
ア
メ
リ
カ
製
の
ブ
ル
ー
ス
型
活
字
鋳
造
機
一
台
、
欧
文
活
字
の
活
字

母
型
の
一
揃
、
欧
文
活
字
の
モ
ー
ル
ド
（
鋳
型
）
二
個
を
購
入
し
て
設
備
を
拡
張
し
た
。

　

そ
の
後
製
文
堂
は
、
活
版
製
造
所
製
文
堂
、
秀
英
舎
鋳
造
部
製
文
堂
、
製
文
堂
製
造
所
、
株
式
会
社
秀
英
舎

鋳
造
部
製
文
堂
と
、
明
治
最
末
期
ま
で
の
間
に
呼
称
は
た
び
た
び
か
わ
っ
た
が
、
順
調
な
発
展
を
つ
づ
け
た
。

か
く
し
て
秀
英
舎
鋳
造
部
製
文
堂
の
活
字
、
電
鋳
版
、
活
字
版
印
刷
の
工
具
類
の
製
造
と
販
売
は
、
一
九
二
三

年
（
大
正
一
二
）
九
月
一
日
の
関
東
大
地
震
に
よ
っ
て
罹
災
す
る
ま
で
、
野
村
証
券
の
あ
た
り
に
あ
た
る
、
京

橋
区
元
数
寄
屋
町
二
丁
目
一
〇
番
地
で
継
続
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
秀
英
舎
鋳
造
部
製
文
堂
の
実
態
は
、
実
は
ほ
と
ん
ど
な
に
も
わ
か
っ
て
は
い
な
い
。
初
期
の
活
字

見
本
帳
の
刊
記
に
発
行
人
と
し
て
の
名
前
の
記
載
が
あ
り
、
ま
た
『
印
刷
雑
誌
』
に
も
し
ば
し
ば
寄
稿
し
て
活

字
鋳
造
の
専
門
知
識
を
記
述
し
て
い
た
逸
見
久
五
郎
に
関
し
て
も
、
な
に
も
わ
か
っ
て
は
い
な
い
。
わ
ず
か
に

静
岡
県
士
族
と
い
う
記
録
（『
熱
海
独
案
内
』　

明
治
一
八
年
）
が
み
ら
れ
る
の
で
、
旧
幕
臣
か
と
想
像
さ
れ
る
く

ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

　

現
状
で
は
あ
く
ま
で
も
推
測
で
し
か
な
い
が
、
秀
英
体
の
改
刻
と
自
立
に
果
た
し
た
逸
見
久
五
郎
の
功
績
は

お
お
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
前
章
で
も
紹
介
し
た
明
治
三
五
年
『
東
京
京
橋
区
銀
座
附



131 製文堂の創設と秀英体の誕生

近
戸
別
一
覧
図
』
に
は
、
逸
見
久
五
郎
宅
が
製
文
堂
に
隣
接
し
て
あ
っ
た
。

　

活
字
見
本
帳
の
刊
記
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、『
明
朝
三
号
活
字
摘
要
録
』（
明
治
四
三
年
一
〇
月
）
を
最
後
に
秀
英
舎

鋳
造
部
製
文
堂
の
名
前
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。

こ
の
こ
ろ
逸
見
久
五
郎
は
業
界
を
退
い
た
か

死
亡
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
わ
っ
て
同
番

地
所
在
の
ま
ま
秀
英
舎
活
版
製
造
販
売
所

（
明
治
四
五
│
大
正
二
年
こ
ろ
）
と
な
り
、
関
東

大
地
震
の
の
ち
し
ば
ら
く
は
、
京
橋
区
西
紺

屋
町
二
七
番
地
に
移
動
し
て
秀
英
舎
販
売
課

（
大
正
一
二
│
一
五
年
こ
ろ
）
と
な
っ
た
。
ま

た
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
か
ら
は
京
橋
区

南
鍋
町
二
丁
目
一
五
番
地
に
移
動
し
て
秀
英

舎
銀
座
営
業
所
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
秀
英
舎
が
銀
座
地
区
か
ら
活
字
製
造

の
拠
点
を
失
う
の
は
一
九
二
二
年
（
大
正
一

一
）
七
月
三
日
市
谷
第
一
工
場
に
鋳
造
課
工

場
の
竣
工
を
み
て
、
元
数
寄
屋
町
の
第
二
工

場
鋳
造
課
を
市
谷
第
一
工
場
に
合
併
す
る
と

『東京京橋区銀座附近戸別一覧図』（明治 35年　京橋図書館所蔵）
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